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３．事後評価結果 

○評点： 

A 優れている 

 

○総合評価コメント 

 

 本研究課題は、結晶シリコン太陽電池の表層にシリコンナノクリスタル層を形成することにより、

高い変換効率の実現を目指したものである。結晶シリコン表面に形成されたシリコンナノクリスタ

ル層を PSGによりパッシベーションする方法を見出とともに、当該層内の解析から、この層内に傾

斜バンド構造、及び傾斜屈折率構造が同時に形成されており、その結果、従来から光電変換が難し

かった 400nm以下の短波長領域の光においても、80％以上の高い量子効率となることを見出し、さ

らにそのサイエンスを明らかにしたことを高く評価する。 

今後も、太陽電池のさらなる高性能化・低コスト化へ向けたサイエンスの展開とその実用への貢献

を期待する。 

 

 

 


